






















































































































































す。ポイント a ～ e はある知識の理解を表し、a ～ e に従って応用力が必要と
なる新しい知識となっている。各ポイントではそれぞれ試験を行い、理解した








識の誤り）は新しい知識の学習の妨げとなり、その結果、c ～ e の情報を提供



























































































































































































































































































































































「アレルゲン特異的 Th2細胞は IL-4と IL-3を分泌し、アレルゲン特異的 B 細
胞に IgE 抗体産生を促進させる」と「アレルゲンに応答して産生された特異











た。教員 A は、英単語の内容説明や講義よりも SGD や思考作業を重視してお
り、教員 C は SGD や思考作業よりも英単語の説明、発表や講義を重視してい
ることがわかった。教員 E は、教員 C と思考作業と発表の項目以外は類似し
ており、教員 F は SGD の項目以外は教員 A と類似していた。教員 C と教員
E が講義を重視した理由として、両教員の専門分野が教員 A 及び教員 F より
も精通している分野であったことが影響した可能性があると考えられる。一










員 A ～教員 C の学生はユニット５（ヒトの行動様式と疾病）への興味高く、
次にユニット７であった。一方、教員 D の学生はユニット５とユニット７（ヒ
トの食生活と寿命）への興味が同じくらいであった。ユニット１（分子から細




























































員 B）、77名（教員 C）、40名（教員 D）となり、「薬学英語入門Ⅱ」では00名























































　Dickey3) は、学習者が language と content を同時に学習する場合、学習能






























































レベルと content の理解を調べた結果、教員 E 以外の教員の学生は英文レベル
では「少し難解」と回答した学生が多く、content 理解では「少しできた」と
回答した学生が多いことがわかった（図）。この結果を図８に示した Dickey
の cognitive  load 理論に当てはめて、ほとんどの学生の cognitive  load は、
ideal cognitive  load 域に位置すると仮定すると、教員 A において英文レベル
は「少し難解」で content 理解は「少しできなかった」と回答した学生の
cognitive  load は grief 域に位置し、教員 E において、英文レベルは「どちら
でもない」と content 理解が「少しできた」と回答した学生は boredom 域の





















と content 理解のアンケートを行うことによって、学生の cognitive  load をモ




























































































































































































































































































a.    The antigen-antibody reaction triggers the secretion of chemical mediators such as histamine.
b. Antigen-presenting cells stimulate B cells through the activation of Th2cells.
c. Inhalation of pollen.
d. When the pollen reaches the nasal mucosa, proteins (allergens) of the pollen surface, wall, or 
cytoplasm are released and dissolve in the mucosal fluid.
e. IgE antibodies bind to the surface of mast cells and basophils.
f. Activated B cells differentiate into plasma cells that produce IgE antibodies.
g. These mediators cause the inflammation reaction (pollen allergy).
h. IgE antibodies bound to mast cell surfaces specifically bind to the same allergens.
i. Allergens are recognized as foreign invaders by macrophages and are presented as antigen. 
peptides on their surface; thus, macrophages act as antigen-presenting cells.

















群においてバラツキが大きい結果が得られた。図8 () ～ (7) に、英作問題①
に つ い て 学 生 の 解 答 例 を 示 し、 原 書 の 英 文「Allergen-specific Th2 cells 
produce IL-4 and IL-3, which drive allergen-specific B cells to produces IgE」
と比較した。なお、②はほとんどの学生が解答できなかったため比較できな
かった。①の content は「抗原で刺激された Th2細胞は、サイトカインである
IL-4と IL-3を分泌し、それらのサイトカインは同じ抗原で刺激された B 細胞



































れる。しかし、正解した学生のほとんどは (5) であり、秀の学生は () が多いこ































































いる。一方、CLIL は、英語を学習手段として教科の content をより深く学習
する方法として注目されているにもかかわらず、実施している大学は少ない。
そこで我々は「薬学英語入門Ⅰ・Ⅱ」を統合教科目とし、図３B に示した
content 主体の CLIL 法を取り入れた構成主義的教授学習において学生の学習
観の変容、既有スキーマの修正・再構築、真の新スキーマ形成、コミュニケー
ション能力の向上、学習意欲の向上を促進させることができた。それと同時
(1)   Allergen-specific Th2 cells secrete IL-4 and IL-13, which drive allergen-specific B cells to 
produce IgE antibodies.
(2)   Allergen-specific Th2 cells secrete IL-4 and IL-13, which drives allergen-specific B cells to 
produce IgE antibodies.
(3)   Allergen-specific Th2 cells secrete IL-4 and IL-13, which make allergen-specific B cells 
produce IgE antibodies.
(4)   Allergen-specific Th2 cells secrete IL-4 and IL-13, and make allergen-specific B cells to 
produce IgE antibodies.
(5)   Allergen-specific Th2 cells secrete IL-4 and IL-13, and this makes allergen-specific B cells to 
produce IgE antibodies.
(6)    Allergen-specific Th2 cells secrete IL-4 and IL-13, which causes allergen-specific B cells to 
produce IgE antibodies.
(7)    After allergen-specific Th2 cells secrete IL-4 and IL-13,  they  drive allergen-specific B cells to 
produce IgE antibodies.
(8)    Allergen-specific Th2 cells promote the production of IgE antibody by allergen-specific B cells through 
IL-4 and IL-13 secreted by the Th2 cells. 
(9)    Allergen-specific Th2 cells promote the IgE antibody produced by allergen-specific B cells through 
IL-4 and IL-13 secreted by the Th2 cells. 
(10)  IL-4 and IL-13 which are secreted by allergen-specific Th2 cells promote allergen-specific B cells 
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